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平
デ
ジ
タ
ル
大
臣
は
記
者
会
見

で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
機
能

ｉ-
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
（
ア
イ
フ
ォ
ー

ン
）
へ
の
搭
載
が
６
月
下
旬
か

ら
開
始
さ
れ
る
予
定
だ
と
明
ら

か
に
す
る
。
カ
ー
ド
を
持
ち
歩

か
な
く
て
も
、
行
政
手
続
き
や

各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

ス
マ
ホ
へ
の
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
機

能
搭
載
は
、
米
グ
ー
グ
ル
の
基

本
ソ
フ
ト
（
Ｏ
Ｓ
）
「
ア
ン
ド
ロ
イ

ド
」
を
採
用
し
た
端
末
で
先
行

導
入
さ
れ
て
い
る
。
ス
マ
ホ
に

一
度
登
録
す
れ
ば
、
カ
ー
ド
取

得
者
向
け
の
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
」
を
通
じ
て
子
育
て
支
援
や

引
っ
越
し
の
手
続
き
を
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
し
た
り
、
コ
ン
ビ
ニ
で

住
民
票
の
写
し
を
発
行
し
た
り

で
き
る
。

脳
卒
中
の
治
療
を
受
け
、
自
宅
に
退

院
し
た
患
者
の
う
ち
、
発
症
前
に
仕

事
に
就
い
て
い
た
６
９
歳
以
下
の
人

の
３
割
弱
が
、
半
年
た
っ
て
も
復
職

で
き
て
い
な
い
と
の
調
査
結
果
を
、

厚
労
省
研
究
班
が
ま
と
め
る
。
研
究

班
は
「
適
切
な
支
援
と
周
囲
の
理
解

が
あ
れ
ば
職
場
に
戻
る
こ
と
は
可
能

だ
」
と
、
就
労
と
療
養
の
両
立
支
援

体
制
改
善
を
訴
え
て
い
る
。
研
究
班

は
岩
手
、
宮
城
、
栃
木
、
富
山
、
京
都
、

福
岡
、
熊
本
の
７
府
県
で
、
２
０
２

３
年
１
０
月
～
２
４
年
３
月
に
脳
卒

中
で
入
院
し
た
患
者
１
万
８
２
３
５

人
を
分
析
。
発
症
前
に
就
労
し
て
い

た
６
９
歳
以
下
の
人
で
、
急
性
期
の

治
療
を
終
え
て
退
院
し
た
人
は
１
８

４
０
人
い
た
。
１
８
４
０
人
に
つ
い

て
、
退
院
か
ら
半
年
後
の
就
労
状
況

を
調
べ
る
と
、
約
半
数
の
９
４
５
人

が
復
職
し
て
い
た
が
、
３
割
弱
（
約

２
６
％
）
に
当
た
る
４
８
４
人
は
復

職
し
て
い
な
か
っ
た
。
残
り
の
４
１

１
人
は
追
跡
不
能
だ
っ
た
。
研
究
班

は
、
４
８
４
人
は
復
職
可
能
な
の
に

で
き
て
い
な
い
と

み
て
お
り
、
こ
う
し

た
人
が
全
国
に

１
万
人
近
く
い
る

と
推
計
し
て
い
る
。

厚
労
省
・
有
識
者
検
討
会
は
、
身
寄
り

の
な
い
高
齢
者
の
支
援
強
化
に
向
け

た
報
告
書
を
ま
と
め
る
。
入
院
時
や
死

亡
後
の
事
務
手
続
き
の
民
間
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
づ
ら
い
低
所
得
者
な
ど
を

対
象
に
新
た
な
支
援
制
度
を
設
け
る
。

来
年
の
通
常
国
会
で
関
連
法
の
改
正

を
目
指
す
。
法
改
正
で
（
１
）
金
銭
管
理

や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
手
続
き
な
ど
日
常
生

活
支
援
（
２
）
病
院
や
施
設
に
入
る
際

の
手
続
き
支
援
（
３
）
葬
儀
や
納
骨
、
遺

品
の
整
理
な
ど
死
亡
後
の
事
務
手
続

き
支
援―

を
社
会
福
祉
事
業
と
位
置

付
け
、
制
度
化
す
る
。
各
地
の
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
に
よ
る
運
営
を
想
定

し
て
い
る
。

今月の１枚

「ゆり」

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
の
支
援
を
強
化

認
知
症
で
行
方
不
明
、
１
万
８
千
人

資
産
情
報
を
聞
き
出
す
ア
ポ
電
。

要
注
意
ポ
イ
ン
ト
７
つ
を
紹
介
。

（
１
）
最
近
は
貴
金
属
の
買
い
取

り
業
者
を
騙
（か
た
）り
、
資
産
状

況
を
探
る
の
が
ト
レ
ン
ド
。

（
２
）
「
ま
さ
か
闇
バ
イ
ト
組
織

が
自
己
紹
介
し
な
い
だ
ろ
う
」
と

い
う
心
理
を
突
く
。

（
３
）
（
４
）
夫
が
亡
く
な
っ
て
い

る
こ
と
と
、
資
産
が
あ
る
こ
と
が

バ
レ
る
。

（
５
）
「
息
子
が
い
る
と
き
に
行

く
」
と
言
う
こ
と
で
警
戒
心
を
解

く
。

（
６
）
（
７
）
息
子
が
い
る
が
現
在

は
ひ
と
り
暮
ら
し
で
あ
る
こ
と

が
バ
レ
る
。

「
情
報
は
漏
れ
て
い
る
」
前
提
で

考
え
る

最
新
の
個
人
情
報
を
聞
き
出
し

て
い
き
ま
す
。
基
本
的
な
情
報
は

す
で
に
漏
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
、

そ
れ
以
上
の
新
し
い
情
報
を
漏

ら
さ
な
い
こ
と
が
大
切

求人のお知らせ
当社では新しい仲間を募集しています。
詳しくはQRコードをチェック！

認
知
症
や
そ
の
疑
い
が
あ
り
、
２
０

２
４
年
に
全
国
の
警
察
に
届
け
出

が
あ
っ
た
行
方
不
明
者
が
、
前
年
比

９
１
８
人
減
の
１
万
８
１
２
１
人

だ
っ
た
こ
と
が
警
察
庁
の
ま
と
め
で

分
か
る
。
依
然
と
し
て
高
い
水
準
で

推
移
し
て
い
る
。
発
見
時
に
死
亡
が

確
認
さ
れ
た
の
は
４
９
１
人
、
う
ち

約
８
割
の
３
８
２
人
が
、
最
後
に
姿

が
確
認
さ
れ
た
場
所
か
ら
５
キ
ロ

圏
内
で
発
見
さ
れ
た
。
高
齢
化
を
背

景
に
、
認
知
症
不
明
者
数
は
統
計
を

始
め
た
１
２
年
か
ら
２
倍
近
く
に

な
っ
て
お
り
、
警
察
庁
は
発
見
時
の

詳
細
を
初
公
表
し
た
。

死
亡
が
確
認
さ
れ
た
４
９
１
人
の
う
ち
、

５
～
５
０
キ
ロ
以
内
で
見
つ
か
っ
た
の

は
９
３
人
。
５
０
キ
ロ
を
越
え
る
地
点

で
見
つ
か
っ
た
人
も
１
５
人
い
た
。
発
見

場
所
は
「
河
川
・
河
川
敷
」
の
１
１
５
人

が
最
も
多
く
、
「用
水
路
・側
溝
」７
９
人
、

「
山
林
」
が
７
１
人
な
ど
。
お
ぼ
れ
た
り

転
落
し
た
り
す
る
事
故
が
要
因
と
み
ら

れ
る
。
ド
ロ
ー
ン
で
の
捜
索
も
実
施
さ

れ
て
お
り
、
発
見
し
た
不
明
者
は
８
人

で
、
う
ち
４
人
が
生
存
し
て
い
た
。
位
置

情
報
を
取
得
で
き
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
な
ど
の
活

用
が
早
期
発
見
・
保
護
に
つ
な
が
っ
た

ケ
ー
ス
も
。
昨
年
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
な
ど
を
介
し

て
発
見
し
た
行
方
不
明
者
は
１
１
１
人

で
全
員
生
存
し
て
い
た
。

増
加
す
る
「
ア
ポ
電
」
の
要
注
意
フ
レ
ー
ズ
。
身
を
守
る
対
処
法

ア
イ
フ
ォ
ー
ン
に
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
機
能

脳
卒
中
退
院
後
３
割
弱
復
職
で
き
ず

か
か
っ
て
き
た
際
の
対
処
法

●
怪
し
い
と
思
っ
た
ら
す
ぐ

に
電
話
を
き
る

●
＃
９
１
１
０
に
電
話
し
て

相
談
す
る

●
迷
惑
電
話
防

止
機
能
つ
き
の

電
話
機
を
活
用

す
る

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
、
保
険
適
用
外
へ

風
邪
薬
や
胃
腸
薬
な
ど
市
販
薬
と
効
能

の
似
た
「Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
」の
一
部
に
つ
い

て
政
府
が
２
６
年
度
か
ら
公
的
医
療
保

険
の
適
用
外
と
す
る
方
向
で
調
整
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
患
者
の
負
担
に
配
慮

し
な
が
ら
品
目
の
選
定
を
進
め
、
対
象
品

目
を
段
階
的
に
拡
大
す
る
こ
と
も
検
討
。

近
く
決
定
す
る
経
済
財
政
運
営
の
指
針

「
骨
太
方
針
」
に
明
記
す
る
。
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似

薬
は
、
市
販
薬
と
効
能
や
リ
ス
ク
が
似
て

い
る
の
に
、
購
入
時
に
医
師
の
処
方
箋
が

原
則
必
要
と
な
る
医
薬
品
を
指
す
。
自
己

負
担
は
１
～
３
割
で
、
残
り
は
医
療
保
険

の
給
付
で
賄
わ
れ
る
。

サンメディカルの
取り組み紹介！

当社では、訪問時の
透明性を図る目的で
スマートフォンを使用
し、訪問時間・場所の管理をし
ています。施術者は患者様の目
の前で「施術開始」と「施術終
了」の操作を行っております。
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塩分補給には
タブレットや飴

首を直接冷や
すならアイス
クールリング

濡らせばひんや
り！長時間使う
なら冷感タオル

直射日光・紫外線
を避けるには日傘
が最適

冷感寝具で寝ている
ときも暑さ対策を！
接触冷感枕カバー

直接顔等を冷
やすならハン
ディファン

サン介護マッサージ お役立ち情報！ 今年も
猛暑予報

高齢者のみのご家庭におすすめ！エアコン調整方法

①運転
ドライや除湿では無く冷房に設定！除湿だと湿度を下げることが
優先され、温度が下がり過ぎてしまうことがあります。

②設定温度
27度もしくは28度が推奨されていますが、体感温度や室温度計を確
認しながら温度調整をしましょう！

③風量

風量は『自動』に！風があたるのが苦手…と微風にすると、いつに
なっても設定温度になりません。また、早く冷やしたいから強風に
すると、設定温度に達しても風が出続けるため冷え過ぎてしまいま
す。自動運転は、室温が設定温度になるまでは「強風運転」、その
後は「微風運転」に切り替わるため、効率良く部屋の温度を下げて
くれ節電にも繋がります。
＊設定ボタンがフタの中に隠れているリモコンもありますので一度確認してみて下さい

④風向き
風向きは多少上向きか水平に設定しましょう！
左右の風向きは直接身体にあたらないようにします。
＊風が身体にあたると夏風邪や肌荒れの原因になるので注意！

エアコンと併せて「扇風機」・「サーキュレーター」を
使用することで、空気が循環し部屋全体が涼しくなり、
冷房の効率アップが期待できます。
上手に使用して「猛暑」を乗り切りましょう！

猛暑を乗り切る
おすすめアイテム

水分補給に
最適なのは
経口補水液
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